
 

 

 

 

 

 

 

 

１ 学校地域の概要 

  浅江小学校は、創立が明治６年で１４３目の学校である。昭和２７年に現在地に移転し

た。児童数は昭和５０年代に１，６００人を超える児童がいたが、現在の児童数は７６４名

である。もともと光市周辺の新興住宅街として人口が増加した地域である。近年は、この人

数よりも少なくなった時期もあったが、学校周辺に新たに住宅地が造成されたり、マンショ

ンが建ったりするなど少し増加傾向である。 

 地域は「浅江コミュニティ協議会」を中心に、地域活動が活発なところである。平成２６

年に浅江小学校が「コミュニティ・スクール」（以下ＣＳ）の指定を受け、学校と地域のつな

がりがさらに深くなっている。 

 地域が学校に寄せる思いや願いは大変強い。ＣＳの指定を受ける前からも地域から多くの

学校支援を受けている。ＣＳが始まり、学校を中心とした地域活性化を推進している。地域・

学校・家庭が協働して子育て、そして地域活性をめざしているところである。 

 

２ PTA（育友会他）の組織図 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域・家庭・学校を楽しく、温かくつなぐ「おやじの会」の推進 

 

 

地域ＰＴＡ活動 

光市立浅江小 PTA 

 

 

 

平成２７年度指定 

 今年度から、ＰＴＡ組織を

ＣＳの中で、地域と学校、Ｐ

ＴＡが連動するように改編し

た。横だけでなく、縦でしっ

かりと協議をつなげていくこ

とをねらっている。 

 ＰＴＡ組織は、中核である

総務部（１４名）広報部（１

０名）、そして各学年４名の事

業部、学年部、保体部、環境

部があり、総勢１２０名の役

員が活動している。 



 

 

３ 研究テーマについて 

 地域・学校・家庭をつなぐことが、研究テーマの柱である。前途に述べたように地域から

のアプローチは大きいが、学校や家庭の対応が十分でないことが課題である。 

 平成２６年にＣＳの指定を受けて、学校組織では、ＣＳ各部と校務分掌の縦のつながりの

強化と教職員の参画意識の向上、そしてＰＴＡ組織でもＣＳ各部とＰＴＡ各部の縦のつなが

りの強化とＣＳの周知徹底を推進している。 

 けれども学校は学習支援等を通して地域とのつながりを深めることができるが、ＰＴＡと

地域がすぐに協働で活動する機会を設定することは難しい。そこでＰＴＡと地域、そして学

校を円滑につなぐ任意の団体として「浅江小おやじの会」の存在がクローズアップされてい

る。 

 

「浅江小おやじの会」は平成２４年度に発足し、平成２５年度に会則ができて正式に発足

し、平成２６年度から本格的に活動を実施している。最初は他の学校に同様に学校環境支援

が主な活動であったが、親子の楽しい活動企画や地域行事支援などに活動が広がっていった。

また会員同士のつながりも深まり、地域の行事等に参加して盛り上げようとする動きも出て

くるようになった。 

そこで研究テーマを、地域・家庭・学校を楽しく、温かくつなぐ「おやじの会」の推進と

し、ＰＴＡと地域、そして学校を円滑につなぐ任意の団体として「浅江小おやじの会」を研

究することにした。 

 

４ 活動内容 

（１） 概要 

① 「浅江小おやじの会」のこれまでの経緯 

      平成２４年  ＰＴＡの男性会員（父親、祖父等）全員を「浅江小おやじの会」 

会員として発足 

 学校は多くの関係機関や団

体と関わっている。家庭を地

域や学校につないでいく役目

は、ＰＴＡの働きかけに大き

く左右される。ＰＴＡは学校

とはつながっているものの、

まだまだＰＴＡと地域に距離

があると感じる。それらを円

滑につないでいく役目が「浅

江小おやじの会」にあると考

えている。 



       平成２５年  会則をつくり、会員を募集して活動を本格的に始める。 

      平成２６年  組織の引き継ぎ等がうまくいかず、一時活動が低迷したが、６月

に新会長が決まり、新しいスタッフの活動が再開された。 

平成２７年 様々な活動が活性化し、また地域行事への参加や支援活動も始ま 

り、地域とのつながりも深まるようになっている。光市内の「おや

じの会」のトップランナーとして注目されている。 

②  組織構成 

      会長、副会長、会計、会員（各活動に実行委員長を置く） 

        ※現在 保護者会員１８名（Line登録者として）他にも活動参加者もいる  

      オブザーバー（ＣＳコーディネーター）、学校教職員 

③  活動日 

  定例会・・・毎月第３金曜日 １９時～ 浅江小学校ＣＳルーム 

  活 動・・・事前打合せ会、当日準備、活動、撤収、反省会の流れ 

（２） 活動概要（平成２７年度） 

① 活動の３領域 

ア 子の楽しい活動企画 

（そーめん流し・肝試し、門松作り、餅つき、漢字検定等） 

イ 域行事支援 

（地域の祭りや行事に参加、バザーや運営支援等） 

ウ 学校環境整備 

（樹木の剪定、草刈り、ペンキ塗り、ライン補修、桜のライトアップ等） 

 

② 月別活動状況（１年間の流れ） 

４月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４月に年度最初の定例会を

開き、運営のための規約の確認

と大まかな年間行事を協議し

た。 

 協議の中で大きな課題とし

てあがったのは、会員の確保で

あった。昨年度再構成したこと

で、１２名の会員がいたが、活

動の活性化のためにも会員募

集が必要であるということに

なったので、早速チラシを配付

し会員の募集を行った。数名の

新規会員の名前があがり、一緒

に活動することとなった。 



５月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ５月定例会 

２回目の定例会は、新会員を迎えて、年間

計画を立てて、活動内容を確認した。会長と

副会長がまとめ役として、会員の中から各活

動の実行委員長（２名程度）を選出して実践

していくことになった。県ＰＴＡ連合から助

成事業の指定を受けることになった。 

 「潮音寺まつり」のバザー出店 

地域の恒例行事に「フライドポテト」の

バザーを出店した。大変好評であり、収益

は学校に寄付した。また、まつりの前日準

備や片付けなどにも積極的に参加し、地域

活動の支援も行った。今後は地域貢献も積

極的に行うことになった 

 学校周辺の草刈り 

 例年夏休みにＰＴＡ奉仕作業があり草

刈りを行うが、梅雨時期に草が伸びて通学

に支障があるということから、今年度から

学校周辺の草刈りをすることにした。有志

ではあるが、秋にも同様に行い、学校の環

境保全を継続して行うことにした。 

 

 「どろんこフェスタ」に参加 

近隣地区の要請で、その地域の行事に

参加した。参加者が少ないとのことで、

会員が積極的にたくさん参加した。どろ

んこバレーやどろんこ競争に参加し、行

事を盛り上げた。親子で参加して楽しむ  

姿が多く見られた。他の

地域を知ることが、自分

の地域をふり返る機会に

なると感じた。 
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    ８月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「そーめん流し」 

 恒例になった行事で、昨年度を超

える２００名の参加希望があった。

残念ながら台風のため中止になっ

たが、事前に大きな竹をみんなで取

りに行った。中止になったが、これ

らの竹は、校区内の保育園で活用さ

れることになった。 

 大規模な「そーめん流し」はなか

なかできる体験でないので、口コミ

で年々参加者が増えている。今後内

容や運営の仕方をよく考えない大

人数の対応ができないと感じた。 

 また、体験活動として竹で器や箸

を作ることも計画していた。親子で

参加し、楽しい思い出づくりができ

ればと考えている。 

 「きもだめし」 

 これも恒例になった行事で、昨年

度を超える２６０名の参加があっ

た。校舎の中をお化け屋敷に見た立

て行う催しである。 

低学年と高学年に分けてコース

を設定した。事前にそれぞれのエリ

アの担当を決めて、オリジナルのお

化けにチャレンジした。 

大がかりであるために、教職員も

多く協力してもらった。子ども達は

大喜びで、保護者にも好評であっ

た。 

反省会では、いろいろなアイデア

が出たので、ぜひ来年度に生かして

いきたいと考えている。 



 

 

 

 

 

 

 

  

 

   

 

 

 

 

 

１０月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 地域の運動会の支援 

前日準備や後片付けを行った。暑いのでミ

ニゼリーを凍らして、「ゼリーつかみ取り」の

店を開いた。子ども達にとても好評であっと

いう間に売り切れた。安い価格設定だったの

で、収益はわずかだったが、子ども達も喜ぶ

姿を見てとても満足した活動であった。 

 「サンドアート」に参加 

 地域の恒例の行事に参加した。海岸の砂で

作品を作る催しであった。実行委員長がデザ

インを考え、ご当地キャラクターを作成し

た。前半は思っていたように作れなくてみん

な焦ったいたが、一致団結してなんとか仕上

げることができた。暑さに負けずにがんば

り、さらに会員の親睦を深めることができ

た。見事大人の部で優勝した。 

 今年度は、雨で中止をなったが、毎年夏休

みの終わりに、ＣＳコーディネーターが運営

する活動センターで会員親子の親睦会を開

いている。子どもや母親の交流の場にもなっ

ている。行事等で母親の支援も多くなってき

ている。 

 市民祭「パーレード」参加 

 地域の行事をさらに盛り上

げようと参加した。ダンスの練

習を重ねてみんなで心と気持

ちを合わせて本番に臨んだ。初

参加で総合２位の成績であっ

た。 

 

おやじ対抗綱引き大会 

市民祭りと同時開催で行っ

た。今年度は、浅江おやじの会

が運営責任者として大会を進

行した。市内のおやじの会活性

化のために浅江を中心として

盛り上げていきたいと思って

いる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    １１月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「漢字検定」の運営支援 

 学校で年３回「漢字検定」を行っている。

延べ２００人近く受験をする。受付や試験監

督の支援を行っている。おやじの会の会員や

家族の受験も見られるようになった。地域の

方にも受験が広まるように呼びかけていき

たい。 

 学校周辺の清掃活動 

 光市役所地域づくり推進課に申請して環

境美化活動の団体に登録した。定期的に学校

敷地や周辺の清掃活動を行っている。地域の

方からとてもきれいになったという声が届

き、会員の励みとなった。 

 学校バザーに出店 

 学校バザーに毎年出店している。今年は

フランクフルト、ポップコーン、アメのつ

かみ取りにチャレンジした。特に子ども参

加型のアメのつかみ取りは、大人気でバザ

ーを盛り上げた。あまりのサービスの良さ

で赤字であったが、やりがいを感じた時間

であった。 

 収益は、学校バザーに寄付した。バザー

券の販売はＰＴＡにお願いし、テント設営

はおやじの会が行い、お互いができること

を協力して行った。 
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     ２月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 成果と課題 

 「子ども達の喜ぶ姿が見られてよかった」という会員の声が多くなったことを実感してい

る。ボランティア団体としての位置づけではあるが、時にはＰＴＡとして、地域住民として、

父親としての役割をこなしている。今後も活動を活性化させるためには「ふり返り」が必要

である。それらを次にまとめる。 

 

（１） 成果 

     ○学校やＰＴＡの活動ではなかなか対応できないことが多くできた。 

       ・春や秋の草刈り ※ＰＴＡは夏に奉仕作業を行う。 

       ・職人の会員の手で校舎の修繕ができた。 

 イルミネーション 

 昨年度より学校玄関にイルミネーシ

ョンを飾っている。１８時から２０時ま

でみんなで交替しながら管理している。

親子で見に訪れる姿も多く見られ、冬の

恒例行事になっている。子ども達の喜ぶ

姿を見てやりがいを感じた。 

 門松作り 

 お正月を飾る「門松」をコーディネ

ーターの指導で作製した。会員の親子

も参加し、ミニ門松や豚汁を作って楽

しんだ。今回は、会員限定で行ったが、

参加者を広げていきたいと考えてい

る。 

 ペンキ塗り 

毎年この時期に、敷地内の駐車場や

駐車禁止、下靴ライン、自転車練習コ

ース等のラインを引き直している。た

いへん時間のかかる作業であるが、み

んなで協力して仕上げることができ

た。消えるペースも早いので、年２回

行う必要がある。 



    ○会員の親睦を深めることができた。 

      ・父親同士のつながりが強化された。 

      ・「楽しい」「おもしろい」を子どもだけでなく会員も共有できた。 

    ○地域からの信頼を得ることができた。 

      ・地域行事の準備や手伝いも積極的に行うことで地域の方と多く関わることが

できた。 

    ○楽しい企画が子ども達の心に響き、学校が楽しくなったという声を聞いた。 

      ・「こんなことも学校でできるの？」という声が、子ども達のわくわく感を高め

たようだ。学校の枠を越えた活動が、学校をしっかり見る機会になっている

と感じる。 

 

（２） 課題 

    ○活動が増えたため、活動時間も大きく増加した。   

      ・土日の仕事も多く、なかなか参加できない会員も多い。 

      ・参加できる一部の会員の負担にもなっている。 

    ○会員数がなかなか増えない。 

      ・親睦は深くなるが、他から見ると会に入りにくいという声もある。 

      ・活動回数が多くなり、続けて参加することが難しくなった。 

      ・「やりがい」を感じてもらえる宣伝が必要である。 

    ○地域とＰＴＡとの協働がうまく進まない。 

      ・今年度は地域行事の準備や片付けに参加したが、できれば企画、運営にも少

しずつ参加したい。 

      ・ＰＴＡ活動でも準備や片付け等の支援を行ってきたが、ＰＴＡ活動の一部を

荷担することは望ましくないので、しっかりと協議して、お互いのメリット

になる相互協力を進めていきたい。 

    ○継続できる活動計画を立てる。 

      ・これまでいろいろな活動にチャレンジしてきたが、きちんとふり返りをして

次年度につなげていくことが大切であり、「スクラップ アンド ビルド」も

積極的に進めていく。 

 

 「浅江小おやじの会」として様々な活動を通して、学校や子ども達と関わってきた。これ

まで学校のことで知らなかったことも多く知ることができ、また保護者として支援できるこ

とがたくさんあることも知ることができた。地域の行事にも積極的に参加したことで「浅江

小おやじの会」の知名度がアップしたように感じる。その分、行事への協力依頼も来るよう

になり、活動量が多くなったことも課題となっている。 

 今後もしっかりと成果と課題をみんなで認識しながら、「浅江小おやじの会」として、何が

できるのかをしっかりと考えていきながら前に進んで行きたいと考えている。 

 

 


